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これについては次のよ うな機構が1動いていると考えられる。 即ち最終の葉をつけるsec

tor と花序の第一花をつける sector とで， 前者の方が葉の原基を作る時間が後者の花をつ

くる時間よりもおくれて発足したために， 花の方が茎上にさきに位置を占め， つづいて最

後の葉が位置をとり， さらに引きつづいて花序の第二の花が位置を決めたものとみるので

ある。 こうすることによって， +20- +25mm というずば抜けた 2 例も， 最後の葉の原基

がその腋生の枝の方へ上ってついたがために， 最後の葉ではなく， 最後の葉への今一つ手

前の葉を以て最後の葉としてみたてたことから生じた過失であることがわかり， 不自然さ

が一掃される。

このよ うな葉の sector による形成順序の転倒ということがショカツサイではほとんどの

株に行われるということは珍らしいことであると考えられるので一報した。

応sume

Orychophragmus violaceus usually happens to disorder in the growing order 

between the last leaf and the first flower of inflorescence. I obtained the 

examples 1 (J7 among 130 individuals. The lowering rates of the first flower 

from the lasf leaf measure O - 50 mm in length. It seems to be a curious 

character to Orychophragmus. 
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